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（金融機関が保有する

資金仲介機能のみなら

ず、人材・情報・ネット

ワークをフル活用した）

企業・経済の持続的成

長と安定的な資産形成

等による国民の厚生の

増大の実現

（自己中心ではなく）

顧客本位の持続可能な

ビジネスモデルの構築

多大な不良債権の
反省から、金融機関の
健全性重視

⇨ 銀行法第一条の基本に戻る

⚫公共性

⚫健全性

⚫国民経済の発展に資する

⇨ リレバンの思想と同じ

当局の行政の変革

⚫ 形式から実質へ

⚫ 部分から全体へ

⚫ 過去から未来へ

過去から
現在

将来の
健全性

顧
客
本
位
の
持
続
可
能
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

⚫早期是正措置

⚫自己資本比率

⚫ Ｂ/Ｓの問題

⇨ Ｐ/Ｌの問題

（曼荼羅図）

⇨ 対話から深度ある

対話へ

⇨ 検査マニュアルの

廃止

（ルールとプリンシ

プルのバランスに）

⇨ 金融機能の維持や

退出の制度の見直し

⇨ 競争のあり方

⇨ 金融機能強化法の

公的資金

⚫自己診断のためのベンチ
マーク、ＫＰＩ

⚫対話のためのベンチマーク、
ＫＰＩ

⚫行政は「見える化」のための
インフラ作り

⚫金融機関を選ぶのは顧客、
顧客の金融リテラシーアップ
の必要性

⚫株式市場との対話
（スチュワードシップコード、
長期的視点 ⇒ ＥＳＧ投資）

28年度金融行政方針27年度金融行政方針 29年度金融行政方針

⇨顧客との共通価値の
創造

⇨ fiduciary duty

⇨日本型金融排除の
撲滅
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資本

預金

融資

事業
支援

生活
設計の
支援

国

アセット
オーナー

アセット
マネジャー

個人

事業者

（税収）

鳥瞰図
（年金・保険）

公的資金投入
（★金融機能強化法）

金融庁

地域経済
地域社会地域銀行

スチュワードシップコード

金融行政方針
（リレバンの系譜）

• 顧客本位の持続可能な
ビジネスモデル

• 顧客との共通価値の創造

• SDGｓの思想と同じ

雇
用

ＥＳＧ投資？

★【目的】
金融機能の強化を通じて地域における
経済の活性化が図られるよう、金融機関に
対して国が資本参加


